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第
九
条　

曲
前
の
事

底
本
：
高
知
本　

対
校
本
：
な
し

【
翻
刻
】

　
　

第
九　

曲
前
の
事

曲
の
ま
へ
と
い
ふ
事
、
此
曲
ハ
い
か
に
も
か
ろ
く
う
き
や
か
に
大
き
に
云
出
し
、
曲
の
所
を
云
や
ハ
ら
く
る
を
曲
の
前
と
云
也
。
の
へ

て
い
ゝ
や
ハ
ら
け
呂
に
成
を
曲
前
と
ハ
い
は
す
、只
大
き
に
云
や
ハ
ら
け
る
事
也
。
此
う
た
ひ
に
て
よ
く
〳
〵
知
る
儀
に
て
候
。
御
心

を
つ
け
ら
る
へ
し
。
嶋
め
く
り
「
つ
ゝ
め大
キ
ニと
も
」「
横
川
の
水
の
す
へ
か
と
よ
大
」。
と
う
だ
い
き
「
水
の
上
の
あ大わ
」「
ゑ
ひ
花
」。
蟻

通
「
た
つ
雲
す
き
に
大
見
れ
ハ
」。
百
万
「
な
き
跡
の
涙
こ
す
」「
あ
ら
し
の
風
大
」。
此
外
謡
に
「
今
ハ
せ
ん
ひ
を
く
ゆ
る
れ
ど
も
か
い

も
」。
江
口
に
「
さ
き
の
世
の
む
く
ひ
ま
て
お
も
ひ
や
る
こ
そ
」
同
前
也
。

【
校
異
】

対
校
本
な
し
。
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【
現
代
語
訳
】

第
九　

曲
前
に
つ
い
て

曲
（
ふ
し
）
の
ま
え
と
い
う
意
味
は
、
こ
の
曲
す
な
わ
ち
下
が
る
節
の
部
分
に
お
い
て
、
節
の
始
め
を
き
わ
め
て
軽
く
浮
き
上
げ
伸

び
や
か
に
謡
い
出
し
、下
が
っ
た
後
の
謡
の
運
び
を
穏
や
か
に
さ
せ
る
こ
と
を
曲
の
前
と
い
う
の
で
あ
る
。
音
を
長
く
伸
ば
し
て
柔
ら

か
な
声
に
す
る
こ
と
を
曲
前
と
い
う
の
で
は
な
く
、単
に
伸
び
や
か
な
声
で
謡
の
調
子
を
穏
や
か
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
の
謡
で

し
っ
か
り
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
心
構
え
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
島
廻
〉
の
「
つ
つ
め
ど
も
」「
横
川
の
水
の
末
か
と
よ
」

〈
灯
台
鬼
〉
の
「
水
の
上
の
あ
わ
」「
ゑ
ひ
花
」

〈
蟻
通
〉
の
「
立
つ
雲
透
き
に
見
れ
ば
」

〈
百
万
〉
の
「
亡
き
跡
の
涙
越
す
」「
嵐
の
風
」

こ
の
他
に
〈
鵜
飼
〉
の
「
今
は
先
非
を
悔
ゆ
る
れ
ど
も
。
か
ひ
も
」
や
〈
江
口
〉
の
「
前
の
世
の
報
い
ま
で
思
い
や
る
こ
そ
」
も
同
様

の
扱
い
で
あ
る
。

【
解
説
】

謡
に
み
ら
れ
る
「
曲
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
旋
律
、
調
子
、
節
、
さ
ら
に
小
段
の
「
ク
セ
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
多
義
的
な
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
本
文
で
は
、
ま
ず
曲
に
関
す
る
技
巧
的
な
謡
い
方
を
示
し
、
曲
の
直
前
に
み
ら
れ
る
謡
い
方
の
注
意
点
を
教
示

す
る
。
曲
前
は
、
た
だ
時
間
的
に
音
を
伸
ば
す
の
で
は
な
く
、
軽
く
伸
び
や
か
に
音
高
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
扱
い
と
し
、
直
後
の
曲
を

謡
い
和
ら
げ
る
た
め
の
技
法
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
曲
と
は
下
が
る
節
を
指
し
、曲
前
は
音
が
下
が
る
前
に
軽
く
浮
か
せ
る
箇
所
と
考
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え
ら
れ
る
。
ま
た
曲
前
の
箇
所
に
「
大
」
と
記
さ
れ
、「
大
」
の
扱
い
は
、
息
を
込
め
て
音
を
立
体
的
に
浮
き
上
げ
る
こ
と
で
、
拍
が

大
き
く
広
が
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

具
体
例
に
挙
げ
ら
れ
た
現
行
曲
で
確
認
す
る
と
、
Ａ
上
音
か
ら
中
音
へ
下
が
る
曲
前
、
Ｂ
中
音
か
ら
下
音
に
下
が
る
曲
前
に
二
分
さ

れ
る
。

Ａ
の
曲
前
は
、〈
蟻
通
〉「
立
つ
雲
透
き
に
見
れ
ば
」
の
上
音
か
ら
上
ウ
キ
を
経
て
中
音
に
下
が
る
部
分
で
あ
り
、
中
音
に
下
が
る
直

前
の
「
透
き
に
」
の
「
に
」
に
あ
る
「
大
」
の
箇
所
を
指
す
。
こ
の
「
大
」
を
軽
く
浮
き
上
が
ら
せ
伸
び
や
か
に
謡
う
こ
と
が
曲
前
の

扱
い
と
考
え
ら
れ
る
。〈
百
万
〉「
嵐
の
風
」
は
、
前
述
す
る
〈
蟻
通
〉
と
同
様
の
節
付
と
な
る
。

Ｂ
の
曲
前
は
、〈
鵜
飼
〉「
今
は
先
非
を
悔
ゆ
る
れ
ど
も
。
か
ひ
も
」
に
あ
る
「
か
い
も
」
の
「
も
」
の
廻
シ
下
ゲ
の
直
前
と
推
測
す

る
。〈
江
口
〉「
前
の
世
の
報
い
ま
で
思
い
や
る
こ
そ
」
で
は
、「
お
も
」
の
「
も
」
に
あ
る
中
音
か
ら
下
音
に
下
が
る
消
廻
シ
の
箇
所

で
あ
り
、〈
百
万
〉「
亡
き
跡
の
涙
越
す
」
は
「
涙
」
の
「
み
」
の
呑
ミ
節
が
該
当
す
る
。

現
代
に
お
い
て
曲
前
と
い
う
用
語
は
な
く
、
Ａ
の
上
音
か
ら
上
ウ
キ
と
な
り
伸
び
や
か
に
扱
い
、
中
音
へ
下
げ
る
よ
う
な
謡
い
方
は

あ
る
が
、
Ｂ
に
お
い
て
は
、
中
音
か
ら
中
ウ
キ
と
な
り
下
音
に
下
が
る
扱
い
は
現
在
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
曲
前
と
い
う
言
葉
は
、中
世
の
『
五
音
観
世
道
見
』
を
始
め
と
す
る
複
数
の
謡
伝
書
に
散
見
す
る
。
曲
前
の
謡
い
出
し
に
つ
い

て
、『
う
た
ひ
鏡
』
で
は
「
か
ろ
く
う
き
や
か
に
大
き
に
云
出
し
」
と
空
間
的
に
説
明
さ
れ
、
こ
の
謡
い
方
は
、『
五
音
観
世
道
見
』
や

『
音
曲
玉
淵
集
』
の
記
述
と
類
似
す
る
。『
謡
秘
伝
鈔
』
は
、「
曲
之
前
を
は
声
を
少
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
」
と
な
り
、
前
者
と
相
違
す

る
が
、
謡
ど
こ
ろ
と
な
る
下
げ
る
節
の
調
子
を
穏
や
か
に
す
る
た
め
の
調
整
的
な
技
法
と
し
て
一
致
し
て
い
る
。
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【
参
考
】

①
〈
蟻
通
〉「
立
つ
雲
透
き
に
見
れ
ば
」（
該
当
詞
章
を
囲
み
線
で
加
筆
）

 

観
世
流
大
正
改
版
謡
本
、
観
世
元
滋
、
檜
大
瓜
堂
、
一
九
二
〇
年
（
個
人
蔵
）
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②
〈
百
万
〉「
亡
き
跡
の
涙
越
す
」

 
観
世
流
大
正
改
版
謡
本
、
観
世
元
滋
、
檜
大
瓜
堂
、
一
九
二
〇
年
（
個
人
蔵
）
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③
〈
百
万
〉「
嵐
の
風
」

 
観
世
流
大
正
改
版
謡
本
、
観
世
元
滋
、
檜
大
瓜
堂
、
一
九
二
〇
年
（
個
人
蔵
）
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④
〈
鵜
飼
〉「
今
は
先
非
を
悔
ゆ
る
れ
ど
も
。
か
ひ
も
」

 
観
世
流
大
正
改
版
謡
本
、
観
世
元
滋
、
檜
大
瓜
堂
、
一
九
二
〇
年
（
個
人
蔵
）
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⑤
〈
江
口
〉「
前
の
世
の
報
い
ま
で
思
い
や
る
こ
そ
」

 
観
世
流
大
正
改
版
謡
本
、
観
世
元
滋
、
檜
大
瓜
堂
、
一
九
二
〇
年
（
個
人
蔵
）
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⑥
『
謡
秘
伝
鈔
』

一　

曲
之
前
を
は
声
を
少
つ
よ
く
い
ひ
か
け
て
、
曲
を
や
は
ら
か
に
や
わ
ら
け
可
謡
也
。
曲
面
白
聞
ゆ
る
也
。

（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
花
鏡　

謡
秘
伝
鈔
―
演
劇
資
料
選
書
1
』1975

：342

）

⑦
『
音
曲
玉
淵
集
』
四
巻

一　

曲
の
前
と
い
ふ
事

　
　

い
か
に
も
前
を
軽
く
浮
や
か
に
大
き
に
云
出
し
曲
を
云
和
ら
く
る
を
曲
の
前
と
い
ふ
延
て
云
和
ら
け
呂
に
成
を
曲
の
前
と
は
い
は
す

（
臨
川
書
店
復
刻
本1975
：298
）

（
坂
東 

愛
子
）




